
和の文化を受けつぐ（授業後ふりかえり）
目標 (1)　筆者の和菓子についての叙述を基に、情報と情報の関係付けの仕方について理解することができる。�

(2)　筆者の主張に至る理由を三つの観点（歴史・他文化との関わり・文化を支える人）から正確に捉えて、�
　　論の進め方について考えたり、複数の文章を重ね合わせて関係付けたりすることができる。�
(3)　論の展開について気づいたことや複数の資料を重ねて読むことで分かったことを伝え合おうとする。

第二次 第三次

◎本文全体を一ページにまとめることで、段落ど
うしのつながりや論の進め方について考えること
ができた。

△読むことが苦手な児童にとっては、文字
が多く抵抗感があったようである。

ポイント�
筆者の論の進め方やそれぞれの段落の内容をおさえ
ることで、第三次の学習につながる。

成果

◎資料を読んで、本文とどこがつながるのかを考えることがで
きた。また、表現としての共通点だけでなく、内容としてのつ
ながりについて考える姿も見られた。矢印を書き込む活動にし
たため、児童の心理的ハードルを下げられたように思う。

△「つながり」という言葉が何を指しているのか児童によって捉
え方が異なっていた。ペアでの交流では、なかなか考えの広がり
が見られなかった。

ポイント�
ただ矢印を引くのではなく、本文と資料を比較して、具体化
と抽象化の関係について理解させる必要がある。そのために
も一つ例示することで活動内容を把握させたい。

課題

児童によって学習活動に対する理解の差があったため、素材的教材
研究だけでなく、指導的教材研究を十分に行い、発問で児童に課
題意識を想起させ、活動の見通しを持たせられるようにしたい。

ワークシートを工夫したり、文字以外の「かく」
を取り入れたりしたことで、多くの児童が自分の
考えを持とうすることができた。


